




 

 P・M・D 児の WISK 知能診断検査結果において、言語性 IQ が動作性 IQ に比し

低いとの報告が従来繰り返しなされてきた。この discrepancy の原因が、P・M・

D 児の他精神発達に比しての言語発達遅滞にあるとの仮設も提出されている。

しかし、P・M・D 児の言語発達に関する詳細な報告は未だなされていない。今

回我々は P・M・D 児の言語発達検討の為 ITPA(イリノイ式言語学習能力診断検

査)を実施し、またあわせて同一被験児に WISK を実施し、VIQ、PIQ 間の

Discrepancy への言語発達の影響を検討した。被験児は 8 才から 11 才(平均暦

年令 10:4 才)の P・M・D 児 24 例である。 


